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男
女
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平
成29年12月31日～平成30年1月3日の
ごみ収集はお休みです。

詳しくは5ページへ

年末年始 家庭ごみ収集

北と南で繋がる絆
祝 友好の町盟約調印20周年

北と南で繋がる絆
祝 友好の町盟約調印20周年

　南富良野町・本部町の 「友好の町盟約調印」 20周年と南富良野町町制施行50周年の記念
式典が行われ、町の親善交流団が南富良野町を訪問しました。 詳しくは2ページへ



2（  ）　広報もとぶ　平成29年12月1日（金）　第345号

　
南
富
良
野
町
と
本
部
町
の「
友
好
の
町
盟

約
調
印
」20
周
年
と
南
富
良
野
町
町
制
施
行

50
周
年
に
際
し
、
10
月
31
日
〜
11
月
2
日

の
3
日
間
、
本
部
町
の
親
善
交
流
団（
町
、

町
議
会
、
町
内
各
種
団
体
）が
南
富
良
野
町

を
訪
問
し
、
11
月
1
日
に「
友
好
の
町
盟
約

調
印
20
周
年
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
、
両
町
の

更
な
る
親
睦
を
目
指
し
た「
友
好
の
町
活
性

化
推
進
宣
言
」が
読
み
上
げ
ら
れ
、
両
町
長

調
印
の
下
、
宣
言
文
の
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
20
周
年
を
迎
え
、
南
富
良
野
町
の

池
部
彰
町
長
は「
児
童
の
交
流
の
み
な
ら

ず
、
産
業
・
教
育
・
文
化
面
で
の
交
流
を

進
め
、
両
町
の
絆
を
更
に
深
め
て
い
き
た

ピ
ィ
パ
ー
ズ
料
理
講
習
会 

い
」と
高
良
町

長（
代
読
：
仲

宗
根
教
育
長
）

は「
お
互
い
が

身
近
な
友
人
と

し
て
気
軽
に
付

き
合
え
る
存
在

と
な
り
、
様
々

な
分
野
で
民
間

交
流
を
行
っ
て
両
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
交
流
推

進
に
向
け
た
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
本
部
町
文

化
協
会
の
喜
屋
武
久
子
さ
ん
と
仲
宗
根
育

さ
ん
に
よ
る
琉
球
舞
踊
や
南
富
良
野
町
出

身
の
演
歌
歌
手
・
石
上
久
美
子
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
八
重
桜
花
団
に
よ
る
創

作
エ
イ
サ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
北
と
南

の
文
化
の
交
流
に
会
場
は
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　
10
月
14
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回

九
州
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
本
部
小
学
校
音
楽

部
が
銀
賞
を
受
賞
し
、
10
月
19
日
に
本
部
町
役
場

で
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
報
告
を
受
け
仲
宗
根
教
育
長
は「
素
晴
ら
し
い
成

績
の
報
告
を
嬉
し
く
思
う
。
父
母
や
指
導
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
児
童
た
ち
を
激
励
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
結
果
に
同
音
楽
部
部
長
の
仲

宗
根
杏
奈
さ
ん
は「
銀
賞
を
と
れ
て
嬉
し
か
っ
た
け

ど
他
校
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た
。
次
に
出
場
す
る

時
は
金
賞
を
と
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
開
館
15
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
10
月
21
日
、（
一
財
）沖
縄
美
ら
島

財
団
と
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
㈱（
J
T
A
）が
、
町
内
小
学
校
4
〜
6
年
生
の
児
童

1
0
5
人
を
招
き
、
機
体
に
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
描
か
れ
た「
新
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
」の
遊
覧
飛

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
宮
古

島
上
空
を
旋
回
す
る
な
ど
、
約
1
時
間
半
飛
行
し
、
機

内
で
は
、
沖
縄
美
ら
島
財
団
職
員
の
佐
藤
圭
一
さ
ん
に

よ
る「
サ
メ
博
士
講
義
」や
県
出
身
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

M
A
S
A 

M
A
S
I
C（
マ
サ 

マ
ジ
ッ
ク
）さ
ん
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

遊
覧
飛
行
終
了
後
は
、
J
T
A
の
整
備
士
に
よ
る「
航

空
教
室
」が
行
わ
れ
、
格
納
庫
内
で
飛
行
機
の
仕
組
み

な
ど
を
説
明
し
、
児
童
た
ち
は
間
近
で
見
る
飛
行
機
に

興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。 

　
水
納
小
4
年
の
宮
里
琉
太
君
は「
飛
行
機
に
は
何
回

か
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
格
納
庫
に
入
っ
た
の
は

初
め
て
。
飛
行
機
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

北
海
道
南
富
良
野
町
で
記
念
式
典
を
開
催

本部小音楽部が
九州大会で銀賞受賞！ 

本
部
高
校
生
が
韓
国
の
青
少
年
た
ち
と
交
流 

新
た
な
活
用
法
を
発
見
！

上
小
児
童
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
植
栽
活
動
を
体
験

児
童
た
ち
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
！

赤
土
防
止
で
美
ら
海
を
守
ろ
う
！

祝・友
好
の
町
盟
約
調
印
20
周
年

　
日
韓
の
生
徒
交
流
を
推
進
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
20
日
、
本
部
高

校
で「
大
韓
民
国
馬
斗
青
少
年
修
練
館
視
察
団
」と
本
部
高
校
生

に
よ
る
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
同
視
察

団
が
本
部
高
校
の
授
業
に
参
加
し
た
り
、
お
互
い
に
自
己
紹
介

を
行
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
町
内
中
学
生
と
合
同
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
初
め
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
で
し
た

が
、
最
後
に
は
積
極
的
に
会
話
す
る
生
徒
も
増
え
、
交
流
会
を

通
じ
て
日
韓
の
絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

　
本
部
高
校
の
仲
宗
根
校
長
は「
近
年
、
町
内
の
外
国
人
観
光

客
が
増
加
し
、
外
国
人
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
対
応
で

き
、
地
域
の
役
に
立
つ
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
同
事
業

へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ピ
ィ
パ
ー
ズ
の
活
用
法
を
広
く
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
10
月
30
日
、
町
中
央
公
民
館
で
ピ
ィ
パ
ー
ズ
料
理
講
習
会

（
主
催
・
本
部
ピ
ィ
パ
ー
ズ
普
及
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ピ
ィ
パ
ー
ズ
は
、
コ
シ
ョ
ウ
科
の
木
本
性
ツ
ル
植
物
で
、
粉

末
状
に
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
、県
内
で
は
昔
か
ら「
島
コ
シ
ョ

ウ
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
同
普
及
会
を

中
心
に
家
庭
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
習
会
で

は
、管
理
栄
養
士
の
山
城
尚
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え「
ピ
ィ
パ
ー

ズ
若
葉
入
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
」、「
ピ
ィ
パ
ー
ズ
若
葉
天
ぷ
ら
」な

ど
の
素
材
を
活
か
し
た
料
理
や
、粉
末
を
使
っ
た
だ
し
巻
き
卵
、

梅
み
そ
な
ど
計
7
種
類
の
料
理
の
調
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
講
習
会
に
参
加
し
た
八
重
山
出
身
の
黒
島
栄
子
さ
ん
は「
地

元
で
は
、
雑
草
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
使

い
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
と
て
も
驚
い
た
。
是
非
家
庭
で
も

使
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
町
内
の
児
童
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
10
月
12
日
、伊
豆
味
小
学
校
と
瀬
底
小
学
校
の
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室（
共
催
・
N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
、
伊
豆
味
小

学
校
、
瀬
底
小
学
校
、
町
教
育
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
体
験
教
室
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を「
し
ゃ
べ
ら
す
」、「
動
か
す
」と
い
っ
た
基
本
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
た
あ
と
、
児
童
自
ら
が
作
成
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
基
づ
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
会
話
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
、
慣
れ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
操
作
に
戸
惑
っ
て
い
た
児
童
た
ち
で
し

た
が
、
最
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
操
作
を
行
い
、
応
用
を
利
か

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
児
童
も
い
ま
し
た
。 

　
体
験
教
室
の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
初
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
、
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
意
外
と

簡
単
で
楽
し
か
っ
た
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
を
思
っ
た
と
お
り
に
動

か
せ
て
良
か
っ
た
。
次
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
み
た
い
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
沖
縄
県
が
実
施
す
る「
沖
縄
県
赤
土

等
流
出
防
止
対
策
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
上
本
部

小
学
校
4
年
生
の
児
童
30
人
が
字
具
志
堅
の
圃
場
で

赤
土
流
出
防
止
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
植
栽
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
赤
土
の
流
出
防
止

に
関
す
る
知
識
と
関
心
を
子
ど
も
達
に
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
沖
縄
県
が
全
県
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
は
ベ
チ
バ
ー
約
1,
1
0
0
本
の
植
え
付
け
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
を
終
え
て
、
児
童
た
ち
は「
ベ

チ
バ
ー
を
植
え
て
海
が
き
れ
い
に
な
る
と
良
い
と

思
っ
た
。」「
植
え
付
け
は
楽
し
か
っ
た
。
役
に
立
て

て
良
か
っ
た
」と
笑
顔
で
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

町
内
小
学
生
が「
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
」遊
覧
飛
行
を
体
験▲ベチバーの植え付けに夢中な上本部小の児童たち ▲プログラミングしたロボットと会話する瀬底小の児童たち

▲カチャーシーで盛り上がる会場

▶
美
術
の
授
業
で
交
流
す
る
視
察
団
の
生
徒（
左
）

　と
本
部
高
校
生

▶
調
理
に
取
り
組
む
参
加
者
た
ち

▲親睦を深める両町の参加者たち

▲20周年を祝し乾杯！

▲ジンベエジェットと記念撮影！ ▲銀賞受賞おめでとうございます！ 

あ
ん
な

り
ゅ
う
た

マ
ー
ド
ゥ
ー

▲宣言文を交換する南富良野町の池部町長
　と仲宗根教育長

12月10日は町制施行記念日。76年前（昭和15年）のこの日、本部村から本部町に改称されたんだよ。
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南
富
良
野
町
と
本
部
町
の「
友
好
の
町
盟

約
調
印
」20
周
年
と
南
富
良
野
町
町
制
施
行

50
周
年
に
際
し
、
10
月
31
日
〜
11
月
2
日

の
3
日
間
、
本
部
町
の
親
善
交
流
団（
町
、

町
議
会
、
町
内
各
種
団
体
）が
南
富
良
野
町

を
訪
問
し
、
11
月
1
日
に「
友
好
の
町
盟
約

調
印
20
周
年
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
、
両
町
の

更
な
る
親
睦
を
目
指
し
た「
友
好
の
町
活
性

化
推
進
宣
言
」が
読
み
上
げ
ら
れ
、
両
町
長

調
印
の
下
、
宣
言
文
の
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
20
周
年
を
迎
え
、
南
富
良
野
町
の

池
部
彰
町
長
は「
児
童
の
交
流
の
み
な
ら

ず
、
産
業
・
教
育
・
文
化
面
で
の
交
流
を

進
め
、
両
町
の
絆
を
更
に
深
め
て
い
き
た

ピ
ィ
パ
ー
ズ
料
理
講
習
会 

い
」と
高
良
町

長（
代
読
：
仲

宗
根
教
育
長
）

は「
お
互
い
が

身
近
な
友
人
と

し
て
気
軽
に
付

き
合
え
る
存
在

と
な
り
、
様
々

な
分
野
で
民
間

交
流
を
行
っ
て
両
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
交
流
推

進
に
向
け
た
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
本
部
町
文

化
協
会
の
喜
屋
武
久
子
さ
ん
と
仲
宗
根
育

さ
ん
に
よ
る
琉
球
舞
踊
や
南
富
良
野
町
出

身
の
演
歌
歌
手
・
石
上
久
美
子
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
八
重
桜
花
団
に
よ
る
創

作
エ
イ
サ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
北
と
南

の
文
化
の
交
流
に
会
場
は
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　
10
月
14
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回

九
州
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
本
部
小
学
校
音
楽

部
が
銀
賞
を
受
賞
し
、
10
月
19
日
に
本
部
町
役
場

で
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
報
告
を
受
け
仲
宗
根
教
育
長
は「
素
晴
ら
し
い
成

績
の
報
告
を
嬉
し
く
思
う
。
父
母
や
指
導
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
児
童
た
ち
を
激
励
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
結
果
に
同
音
楽
部
部
長
の
仲

宗
根
杏
奈
さ
ん
は「
銀
賞
を
と
れ
て
嬉
し
か
っ
た
け

ど
他
校
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た
。
次
に
出
場
す
る

時
は
金
賞
を
と
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
開
館
15
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
10
月
21
日
、（
一
財
）沖
縄
美
ら
島

財
団
と
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
㈱（
J
T
A
）が
、
町
内
小
学
校
4
〜
6
年
生
の
児
童

1
0
5
人
を
招
き
、
機
体
に
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
描
か
れ
た「
新
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
」の
遊
覧
飛

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
は
、
宮
古

島
上
空
を
旋
回
す
る
な
ど
、
約
1
時
間
半
飛
行
し
、
機

内
で
は
、
沖
縄
美
ら
島
財
団
職
員
の
佐
藤
圭
一
さ
ん
に

よ
る「
サ
メ
博
士
講
義
」や
県
出
身
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

M
A
S
A 

M
A
S
I
C（
マ
サ 

マ
ジ
ッ
ク
）さ
ん
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

遊
覧
飛
行
終
了
後
は
、
J
T
A
の
整
備
士
に
よ
る「
航

空
教
室
」が
行
わ
れ
、
格
納
庫
内
で
飛
行
機
の
仕
組
み

な
ど
を
説
明
し
、
児
童
た
ち
は
間
近
で
見
る
飛
行
機
に

興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。 

　
水
納
小
4
年
の
宮
里
琉
太
君
は「
飛
行
機
に
は
何
回

か
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
格
納
庫
に
入
っ
た
の
は

初
め
て
。
飛
行
機
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

北
海
道
南
富
良
野
町
で
記
念
式
典
を
開
催

本部小音楽部が
九州大会で銀賞受賞！ 

本
部
高
校
生
が
韓
国
の
青
少
年
た
ち
と
交
流 

新
た
な
活
用
法
を
発
見
！

上
小
児
童
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
植
栽
活
動
を
体
験

児
童
た
ち
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
！

赤
土
防
止
で
美
ら
海
を
守
ろ
う
！

祝・友
好
の
町
盟
約
調
印
20
周
年

　
日
韓
の
生
徒
交
流
を
推
進
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
20
日
、
本
部
高

校
で「
大
韓
民
国
馬
斗
青
少
年
修
練
館
視
察
団
」と
本
部
高
校
生

に
よ
る
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
同
視
察

団
が
本
部
高
校
の
授
業
に
参
加
し
た
り
、
お
互
い
に
自
己
紹
介

を
行
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
町
内
中
学
生
と
合
同
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
初
め
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
で
し
た

が
、
最
後
に
は
積
極
的
に
会
話
す
る
生
徒
も
増
え
、
交
流
会
を

通
じ
て
日
韓
の
絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

　
本
部
高
校
の
仲
宗
根
校
長
は「
近
年
、
町
内
の
外
国
人
観
光

客
が
増
加
し
、
外
国
人
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
対
応
で

き
、
地
域
の
役
に
立
つ
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
同
事
業

へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
ピ
ィ
パ
ー
ズ
の
活
用
法
を
広
く
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
10
月
30
日
、
町
中
央
公
民
館
で
ピ
ィ
パ
ー
ズ
料
理
講
習
会

（
主
催
・
本
部
ピ
ィ
パ
ー
ズ
普
及
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ピ
ィ
パ
ー
ズ
は
、
コ
シ
ョ
ウ
科
の
木
本
性
ツ
ル
植
物
で
、
粉

末
状
に
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
、県
内
で
は
昔
か
ら「
島
コ
シ
ョ

ウ
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
で
も
同
普
及
会
を

中
心
に
家
庭
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
習
会
で

は
、管
理
栄
養
士
の
山
城
尚
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え「
ピ
ィ
パ
ー

ズ
若
葉
入
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
」、「
ピ
ィ
パ
ー
ズ
若
葉
天
ぷ
ら
」な

ど
の
素
材
を
活
か
し
た
料
理
や
、粉
末
を
使
っ
た
だ
し
巻
き
卵
、

梅
み
そ
な
ど
計
7
種
類
の
料
理
の
調
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
講
習
会
に
参
加
し
た
八
重
山
出
身
の
黒
島
栄
子
さ
ん
は「
地

元
で
は
、
雑
草
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
使

い
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
と
て
も
驚
い
た
。
是
非
家
庭
で
も

使
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
町
内
の
児
童
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
10
月
12
日
、伊
豆
味
小
学
校
と
瀬
底
小
学
校
の
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室（
共
催
・
N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
、
伊
豆
味
小

学
校
、
瀬
底
小
学
校
、
町
教
育
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
体
験
教
室
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を「
し
ゃ
べ
ら
す
」、「
動
か
す
」と
い
っ
た
基
本
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
た
あ
と
、
児
童
自
ら
が
作
成
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
基
づ
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
会
話
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
、
慣
れ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
操
作
に
戸
惑
っ
て
い
た
児
童
た
ち
で
し

た
が
、
最
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
操
作
を
行
い
、
応
用
を
利
か

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
児
童
も
い
ま
し
た
。 

　
体
験
教
室
の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
初
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
、
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
意
外
と

簡
単
で
楽
し
か
っ
た
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
を
思
っ
た
と
お
り
に
動

か
せ
て
良
か
っ
た
。
次
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
み
た
い
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
沖
縄
県
が
実
施
す
る「
沖
縄
県
赤
土

等
流
出
防
止
対
策
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
上
本
部

小
学
校
4
年
生
の
児
童
30
人
が
字
具
志
堅
の
圃
場
で

赤
土
流
出
防
止
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
植
栽
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
赤
土
の
流
出
防
止

に
関
す
る
知
識
と
関
心
を
子
ど
も
達
に
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
沖
縄
県
が
全
県
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
は
ベ
チ
バ
ー
約
1,
1
0
0
本
の
植
え
付
け
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
を
終
え
て
、
児
童
た
ち
は「
ベ

チ
バ
ー
を
植
え
て
海
が
き
れ
い
に
な
る
と
良
い
と

思
っ
た
。」「
植
え
付
け
は
楽
し
か
っ
た
。
役
に
立
て

て
良
か
っ
た
」と
笑
顔
で
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

町
内
小
学
生
が「
ジ
ン
ベ
エ
ジ
ェ
ッ
ト
」遊
覧
飛
行
を
体
験▲ベチバーの植え付けに夢中な上本部小の児童たち ▲プログラミングしたロボットと会話する瀬底小の児童たち

▲カチャーシーで盛り上がる会場

▶
美
術
の
授
業
で
交
流
す
る
視
察
団
の
生
徒（
左
）

　と
本
部
高
校
生

▶
調
理
に
取
り
組
む
参
加
者
た
ち

▲親睦を深める両町の参加者たち

▲20周年を祝し乾杯！

▲ジンベエジェットと記念撮影！ ▲銀賞受賞おめでとうございます！ 

あ
ん
な

り
ゅ
う
た

マ
ー
ド
ゥ
ー

▲宣言文を交換する南富良野町の池部町長
　と仲宗根教育長

武本部とは、本部の人の「進取の気性」に富み「質実剛健」で「文武両道」の町民性のことだよ。
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宝
く
じ
助
成
事
業
で

消
火
体
験
装
置
を
整
備 

農
業
委
員
の
就
任
に
つ
い
て 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
就
任
に
つ
い
て

選挙管理委員の
就任について

消防だより

沖
縄
県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
！

宝
く
じ
助
成
事
業

第53回　
本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合
消
防
団
で

は
、
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業 

（
宝
く
じ
助
成
金
）を
活
用

し
て
、「
消
火
体
験
装
置
」を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
消
火
体
験
装
置
の
導
入
で
、
よ
り
実

践
的
な
消
火
訓

練
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
る

た
め
、 

消
防
団

員
の
技
術
向
上

と
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

第
25
回
沖
縄
県
消
防
操
法
大
会 

第
25
回
沖
縄
県
消
防
操
法
大
会 

　
10
月
19
日
に
中
城
村
の
沖
縄
県

消
防
学
校
で
、『
第
25
回
沖
縄
県
消

防
操
法
大
会
』が
行
わ
れ
、
各
地
区

の
代
表
が
日
頃
の
消
防
訓
練
で
鍛

え
た
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合
消
防

団
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
4
名
が
出
場
し
、
見
事
1
位

に
輝
き
ま
し
た
。 

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
伊
豆
味

行
政
区
に
音
響
・
照
明
機
器
や
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
・
椅
子
、
パ
ウ
ロ
テ
ン
ト
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
豊
年
祭
等
の
伝
統
行
事
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
等
の
屋
外
行
事
の
際
に
利
用
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
豊
川
行
政
区
に
お
い
て
も
、
豊
川

区
自
主
防
災
会
に
防
災
活
動
用
の
倉
庫
と
発

電
機
、
テ
ン
ト
な
ど
の
防
災
資
器
材
一
式
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
国
や
地
方
公
共
団
体

に
還
元
さ
れ
、
こ
う
し
た
様
々
な
事
業
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
７
日
、
沖
縄
市
の
県
総

合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
県

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
、
本
部
町
か
ら
６
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
晴
天
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹

く
中
、
選
手
た
ち
は
1
0
0
M

走
や
8
0
0
M
走
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
な
ど
多
く
の
種
目
に
出

場
し
、
見
事
6
人
の
選
手
全
員

が
3
位
以
内
に
入
り
、
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。 

　9月定例議会において、選挙管理
委員の指名推選が行われ、後日行
われた選挙管理委員による互選の
結果、我部政寿氏が選挙管理委員
会委員長に就任しました。 
　任期は、平成29年10月1日～平成
33年9月30日となっています。 

　農業委員会法改正に伴い、今期
より農地利用最適化推進委員が新
設され、農業委員会による公募・推
薦の結果、下記の5人が委員に就任
しました。同委員は、農業委員会と
連携し、農地利用の集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消等に向
けた活動に取り
組んでいきます。
任期は平成29年
10月1日～平成32
年9月30日となっ
ています。 

　9月定例議会において、選任同意が
可決され、10月1日付で第16期本部町
農業委員として下記の6人が就任し、
委員の互選により、会長に知念一義
氏、職務代理に太田守隆氏が選任さ
れました。任期は平成29年10月1日～
平成32年9月30日となっています。

　本部町では、インフルエンザの流行及び重症化の予防を目的に、
下記のとおりインフルエンザワクチン接種費用の一部を助成します。
接種後、ワクチンの効果が得られるまでに約２週間かかりますので、
まだの方は早めに受けましょう！ 

【対象者】本部町に住民登録のある方 
ただし、0歳児については、保護者が予防接種の有益性とリスクを十
分に考慮したうえで、強く希望する場合に限り、接種可能。 

【期　間】平成29年10月1日（日）～平成30年2月28日（水） 
【指定医療機関】
もとぶ記念病院 TEL.51-7007  北山病院 TEL.56-2339 
もとぶ野毛病院 TEL.47-3001　北部地区医師会病院 TEL.54-1111 
やまだクリニック TEL.47-6660  北部地区医師会附属病院 TEL 54-0810 

【接種回数】12歳以下の方 2回   13歳以上の方 1回 
【接種料金】自己負担額 500円 
ただし、2回目の接種が、1回目と異なる医療機関での場合は自己負
担額1,000円 
※生活保護世帯の場合は、自己負担なしで接種できますので、接種

前に保険予防課予防班で証明書を受け取ってください。 
【留意点】
上記の指定医療機関以外での接種は全額自己負担となります。 
契約医療機関以外の医療機関に入院している方、施設等に入所してい
る方で接種を希望する方は、保険予防課までお問い合わせください。 
20歳未満の方は、接種履歴の確認・記録の為、医療機関へ親子（母
子）健康手帳を持参してください。

本部町インフルエンザ予防接種
についてのお知らせ

年末年始の家庭ごみ収集について
平成29年12月31日(日)～1月3日(水)ごみ収集はお休みです。 
●年末年始における家庭ごみ収集は、次のとおりとなってお

ります。 
【平成29年 年末】12月30日（土）まで収集 
【平成30年 年始】1月4日（木）より収集 
   これから大掃除等で、ご家庭でも平素より多量のごみがで
るかと思いますが、一時多量ごみ（一度に5袋以上出す場合）
について町で収集はおこないません。計画的なごみ排出にご
理解とご協力をお願いします。 
　粗大ごみの収集については、平成29年12月29日（金）回収
まで（予約受付12月28日（木）午前中まで）となっております。 
●環境美化センターへ直接持ち込み（自己搬入）は、次のとお

りとなっております。 
※事前に環境美化センターへ予約連絡が必要となります。 

【平成29年 年末】12月30日（土）まで受入 
【平成30年 年始】1月4日（木）より受入 
●受け入れ時間  午前9時～11時50分  午後1時～16時50分 
※分別等されていないごみは受け入れできません。ご理解と

ご協力をお願いします。 
※平成29年12月31日（日）～ 1月3日(水)環境美化センターは

お休みです。

ごみ受け入れについて：
　環境美化センター（本部町今帰仁村清掃施設組合） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL．48-3171 
家庭ごみ収集について：
　本部町保険予防課　TEL.47-5602 

お問い合わせ

本部町保険予防課　TEL.47-2103お問い合わせ
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大会の結果は次の通りです。

石川 清浩　
崎浜   啓
島袋 智美　
崎浜 律子
登川 清武
宮城 一雄

35秒9

9分 22秒1

19秒2

5分 46秒5

10投中 6本

21M 41cm

1位

1位

1位

1位

1位

2位

ともみ

きよひろ

りつこ

せいぶ

かずお

けい

▲1500M走に出場した崎浜啓さん（左）▲会議用テーブル・椅子（伊豆味行政区）

▲防災資器材一式
　（豊川行政区）

委員 喜屋武 隆男

委員長 我部 政寿 職務代理 高良 和信

会長 知念 一義 職務代理 太田 守隆

委員 高良  久 委員 喜納 キミ子

委員 渡久地 真吾 委員 大城 綱徹

委員 仲田 英夫

委員 我那覇 隆 委員 池原 幹人

委員 平良  哲 委員 兼次  貢

第1位
福
田 

洋
祐
　 

金
城 

辰
樹

川
上 

親
吾
　 

粟
国 

聖
一

委員 内間 勝義

男子 200M （40歳以上）

男子 1500M （40歳以上）

女子 100M （39歳以下）

女子 800M （40歳以上）

フライングディスク 5M

男子ソフトボール投げ
（40歳以上）

12月10日は世界人権デー、4日～ 10日は人権週間だよ。皆さんも身の回りの人権について考えてみませんか？
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宝
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で
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最
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推
進
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に
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て

選挙管理委員の
就任について

消防だより

沖
縄
県
身
体
障
害
者

ス
ポ
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ツ
大
会
へ
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場
し
ま
し
た
！

宝
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業

第53回　
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会
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目
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と
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ィ
助
成
事
業 

（
宝
く
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成
金
）を
活
用

し
て
、「
消
火
体
験
装
置
」を
整
備
し
ま
し
た
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こ
の
消
火
体
験
装
置
の
導
入
で
、
よ
り
実

践
的
な
消
火
訓
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を
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、 
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10
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19
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に
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村
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縄
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い
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10
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沖
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の
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動
公
園
で
開
催
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体
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ツ
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に
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ら
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人
の
選
手

が
出
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し
ま
し
た
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晴
天
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は
1
0
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走
や
8
0
0
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、
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フ
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ー
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投
げ
、
フ
ラ
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デ
ィ
ス
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な
ど
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く
の
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目
に
出
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し
、
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6
人
の
選
手
全
員

が
3
位
以
内
に
入
り
、
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
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　9月定例議会において、選挙管理
委員の指名推選が行われ、後日行
われた選挙管理委員による互選の
結果、我部政寿氏が選挙管理委員
会委員長に就任しました。 
　任期は、平成29年10月1日～平成
33年9月30日となっています。 

　農業委員会法改正に伴い、今期
より農地利用最適化推進委員が新
設され、農業委員会による公募・推
薦の結果、下記の5人が委員に就任
しました。同委員は、農業委員会と
連携し、農地利用の集積・集約化、
遊休農地の発生防止・解消等に向
けた活動に取り
組んでいきます。
任期は平成29年
10月1日～平成32
年9月30日となっ
ています。 

　9月定例議会において、選任同意が
可決され、10月1日付で第16期本部町
農業委員として下記の6人が就任し、
委員の互選により、会長に知念一義
氏、職務代理に太田守隆氏が選任さ
れました。任期は平成29年10月1日～
平成32年9月30日となっています。

　本部町では、インフルエンザの流行及び重症化の予防を目的に、
下記のとおりインフルエンザワクチン接種費用の一部を助成します。
接種後、ワクチンの効果が得られるまでに約２週間かかりますので、
まだの方は早めに受けましょう！ 

【対象者】本部町に住民登録のある方 
ただし、0歳児については、保護者が予防接種の有益性とリスクを十
分に考慮したうえで、強く希望する場合に限り、接種可能。 

【期　間】平成29年10月1日（日）～平成30年2月28日（水） 
【指定医療機関】
もとぶ記念病院 TEL.51-7007  北山病院 TEL.56-2339 
もとぶ野毛病院 TEL.47-3001　北部地区医師会病院 TEL.54-1111 
やまだクリニック TEL.47-6660  北部地区医師会附属病院 TEL 54-0810 

【接種回数】12歳以下の方 2回   13歳以上の方 1回 
【接種料金】自己負担額 500円 
ただし、2回目の接種が、1回目と異なる医療機関での場合は自己負
担額1,000円 
※生活保護世帯の場合は、自己負担なしで接種できますので、接種

前に保険予防課予防班で証明書を受け取ってください。 
【留意点】
上記の指定医療機関以外での接種は全額自己負担となります。 
契約医療機関以外の医療機関に入院している方、施設等に入所してい
る方で接種を希望する方は、保険予防課までお問い合わせください。 
20歳未満の方は、接種履歴の確認・記録の為、医療機関へ親子（母
子）健康手帳を持参してください。

本部町インフルエンザ予防接種
についてのお知らせ

年末年始の家庭ごみ収集について
平成29年12月31日(日)～1月3日(水)ごみ収集はお休みです。 
●年末年始における家庭ごみ収集は、次のとおりとなってお

ります。 
【平成29年 年末】12月30日（土）まで収集 
【平成30年 年始】1月4日（木）より収集 
   これから大掃除等で、ご家庭でも平素より多量のごみがで
るかと思いますが、一時多量ごみ（一度に5袋以上出す場合）
について町で収集はおこないません。計画的なごみ排出にご
理解とご協力をお願いします。 
　粗大ごみの収集については、平成29年12月29日（金）回収
まで（予約受付12月28日（木）午前中まで）となっております。 
●環境美化センターへ直接持ち込み（自己搬入）は、次のとお

りとなっております。 
※事前に環境美化センターへ予約連絡が必要となります。 

【平成29年 年末】12月30日（土）まで受入 
【平成30年 年始】1月4日（木）より受入 
●受け入れ時間  午前9時～11時50分  午後1時～16時50分 
※分別等されていないごみは受け入れできません。ご理解と

ご協力をお願いします。 
※平成29年12月31日（日）～ 1月3日(水)環境美化センターは

お休みです。

ごみ受け入れについて：
　環境美化センター（本部町今帰仁村清掃施設組合） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL．48-3171 
家庭ごみ収集について：
　本部町保険予防課　TEL.47-5602 

お問い合わせ

本部町保険予防課　TEL.47-2103お問い合わせ
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大会の結果は次の通りです。

石川 清浩　
崎浜   啓
島袋 智美　
崎浜 律子
登川 清武
宮城 一雄

35秒9

9分 22秒1

19秒2

5分 46秒5

10投中 6本

21M 41cm

1位

1位

1位

1位

1位

2位

ともみ

きよひろ

りつこ

せいぶ

かずお

けい

▲1500M走に出場した崎浜啓さん（左）▲会議用テーブル・椅子（伊豆味行政区）

▲防災資器材一式
　（豊川行政区）

委員 喜屋武 隆男

委員長 我部 政寿 職務代理 高良 和信

会長 知念 一義 職務代理 太田 守隆

委員 高良  久 委員 喜納 キミ子

委員 渡久地 真吾 委員 大城 綱徹

委員 仲田 英夫

委員 我那覇 隆 委員 池原 幹人

委員 平良  哲 委員 兼次  貢

第1位
福
田 

洋
祐
　 

金
城 

辰
樹

川
上 

親
吾
　 

粟
国 

聖
一

委員 内間 勝義

男子 200M （40歳以上）

男子 1500M （40歳以上）

女子 100M （39歳以下）

女子 800M （40歳以上）

フライングディスク 5M

男子ソフトボール投げ
（40歳以上）

12月1日は世界エイズデー。北部保健所では、12月8日まで匿名・無料でエイズ検査を実施するよ。詳しくは7ページへ
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本部町保険予防課　TEL.47-5602

　平成30年成人式を下記の日程で行います。
【日時】平成30年1月7日（日） 受付：午後2時～  開式：午後3時～
【場所】本部町町立中央公民館大ホール
【対象者】平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれで現在、本部町に
住所を有する方、または平成25年（中学校卒業後）に転出された方。
●本部町出身者で現在、本町に住所を有していない方へ
　進学や就職、その他の理由で中学校卒業前に本
部町から住所を移した方で本町での成人式に参加
を希望される場合は下記までご連絡ください。

成人式のお知らせ

戦没者等のご遺族の皆さまへ
　第十回特別弔慰金の申請受付期間が平成30年4月2日（月）ま
でとなっております。まだ申請されていない方は福祉課窓口にて、
早めの申請をよろしくお願い申し上げます。

12月は固定資産税3期・国保税6期・
後期高齢6期の納付月です

平成29年12月25日（月）

保険予防課 TEL.47-2701 町税対策課 TEL.47-5629お問い合わせ

固定
資産税
町県
民税

後期
高齢

軽自動
車税
国保税

納付月

○

○
1期

○
1期

○
2期

○
3期

○
4期

○
2期

○
1期
○
2期
○
3期
○
4期
○
5期
○
6期
○
7期
○
8期

○
1期
○
2期
○
3期
○
4期
○
5期
○
6期
○
7期
○
8期
○
9期

○
3期

○
4期

午後5時30分～
　　  午後7時30分

12月の夜間
納税相談日
※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。
相談できる税/固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税・後期高齢保険料

4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月
1
月
2
月
3
月

※12月は国保税5期・後期高齢5期（11月30日納付期限）未納の方に督促料100円が発生します。
※12月の固定資産税・国保税の納付期限は25日となっておりますのでご注意ください。
※後期高齢の納付期限は平成30年1月4日となっております。

新春祝賀会のお知らせ

情報公開条例及び個人情報保護条例
運用状況の公表について

　平成30年の新春祝賀会（名刺交換会）を下記の日程で行いま
す。奮ってご参加ください。

【日時】平成30年1月4日（木） 受付：午後3時30分  開始：午後4時
【場所】本部町会館（本部町営ホール）
【会費】2,000円／人

　本部町情報公開条例第26条及び本部町個人情報保護条例第
43条の規定に基づき、両制度の平成28年度における運用状況に
ついて公表します。
　なお、この公表は任意で行った情報提供は含まれておりません。

お問い合わせ

本部町保険予防課　TEL.47-5602お問い合わせ

本部町総務課　TEL.47-2101お問い合わせ

本部町総務課　TEL.47-2101お問い合わせ

　平成29年12月10日（日）に、福祉まつり会場で住民健診を実施
します。ふだん忙しく平日に時間がとれない皆様、是非この機会に
健診会場へお越しください。

【実施日】平成29年12月10日（日）　【受付時間】10：00 ～ 13：00
【会場】本部町民体育館（福祉まつり会場）　【予約】不要
【もちもの】平成29年度健診通知書、医療保険証
【実施内容】基本健診のみ

日曜日健診のお知らせ～平日忙しいあなたへ～

　平成30年1月17日(水)は、夜に住民健診を実施します。ふだん忙
しく日中に時間がとれない皆様、是非この機会に健診会場へお越
しください。※予約が必要です。

【実施日】平成30年1月17日（水）　【受付時間】18：00 ～ 19：30
【会場】北部地区医師会病院　【定員】先着30名（予約受付中）
【予約先】保険予防課 TEL.47-5602
【予約受付時間】平日 8：30 ～ 12：00  13：00 ～ 17：15
【もちもの】平成29年度健診通知書、医療保険証
【実施内容】基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診

ナイト健診のお知らせ～日中忙しいあなたへ～

重度心身障害者（児）医療費助成の
12月振込日は12月21日（木）です

　重度心身障害者（児）医療費助成の振込日は、原則、申請月の翌
月最終の平日になっておりますが、12月の振込日（11月申請）につい
ては、12月21日（木）となりますので、ご注意ください。

本部町福祉課  TEL.47-2165お問い合わせ

本部町福祉課  TEL.47-2165お問い合わせ

1.平成28年度本部町情報公開条例の運用状況
8件
2件
2件
0件
5件
1件
0件

情報公開請求件数 （イ＋ロ＋ハ）
（イ）公開決定件数

内、開示件数

内、訂正件数

非公開決定件数
公文書不存在決定件数

全部公開件数
一部公開件数

不服申立て件数
2.平成28年度本部町個人情報保護条例の運用状況

5件
5件
0件
0件
0件
0件
0件

開示請求件数

訂正請求件数

削除請求件数
目的外利用等中止請求件数
不服申立て件数

（ロ）
（ハ）

11月１日～12月28日は県税・市町村税の徴収強化月間です。
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12・1月の町内行事・イベント情報

　弾道ミサイルは発射からわずか10分もしないうちに到達する可
能性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合
は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防
災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、
緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。
①速やかな避難行動
②正確かつ迅速な情報収集
行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。
●Jアラート（例）
　直ちに避難、直ちに避難。直ちに建物の中、又は地下に避難
　してください。ミサイルが落下する可能性があります。直ちに
　避難してください。
●メッセージが流れたら落ち着いて、直ちに行動してください。
屋外にいる場合…近くの建物の中か地下に避難。
建物がない場合…物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。
屋内にいる場合…窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。
●近くにミサイルが落下した場合
屋外にいる場合…口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、
　　　　　　　　密閉性の高い屋内または風上に避難する。
屋内にいる場合…換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を
　　　　　　　　密閉する。

【国民保護ポータルサイト】武力攻撃やテロなどから身を守るために
※事前に確認しておきましょう。
http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/hogo_manual.html
ミサイル落下時には、下記より政府の対応状況をご覧になれます。

【首相官邸ホームページ】www.kantei.go.jp/
【Twitterアカウント首相官邸災害・危機管理情報】＠Kantei_Saigai

弾道ミサイル落下時の行動について

　エイズとは、HIVウイルスに感染することによって起こる病気で
す。感染を早期に発見して治療することで、エイズの発症を抑える
ことができます。症状の無い期間が長く、感染に気づきにくいの
が特徴のため、検査を受けることが重要です。
　北部保健所では、無料・匿名でエイズ検査を行っています。
　エイズデーの期間には、通常より検査日を広げて実施します。こ
の機会に一度、検査を受けてみませんか。
●検査案内

【日中検査】12月4日（月）～8日（金）
　　　　　午前9時～11時／午後1時～3時

【夜間検査】12月7日（木） 午後5時30分～7時30分
【予　　約】事前に電話予約が必要です。
※上記の期間以外では、通常、火曜日・木曜日に検査を行っています。

「明治150年」関連施策

12月1日は「世界エイズデー」です

9・10日

16日
17日
24～28日

  2日

19日
20日
21日

町民体育館

博物館ギャラリー
大浜公民館

町運動公園
谷茶区公民館
町営ホール
町立図書館
谷茶公園広場

場所行事・イベント日程
第29回本部町健康とふれあいの福祉まつり
第35回もとぶ展
クリスマスおはなし会
大浜区大忘年会
町立博物館臨時休館（全館消毒作業のため）

第24回健堅区新春グランドゴルフ大会
谷茶辺名地子供会老人会餅つき大会
第6回本部町農業者新春の集い
定例おはなし会
谷茶行政区グランドゴルフ大会

12
月

1
月

●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

件数155件………………………総額4,369,111円

本部町ちゅらまちづくり応援基金ご寄付ありがとうございました。平成29年9月16日～10月15日分

●詳細は町ホームページに随時更新予定です。

第5回本部町ジュニアマラソン大会参加者募集！

　平成30年（2018年）は、明治元年（1868年）から
起算して満150年に当たります。政府では、「明治
150年」関連施策として、地方公共団体や民間も
含めて、全国で取組を推進しています。以下の
ホームページを御覧ください。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

　マラソン競技を通して、あらゆるスポーツの基礎とされる「走力」の
技能の習得、ならびにスポーツの底辺拡大を図り、児童の健全なる
心身育成を目的に、下記の日程で「第5回本部町ジュニアマラソン大
会」を開催致します。

【開催日】平成30年1月7日（日） 受付：午前8時～ 開会式：午前9時～
　　　  スタート：午前9時40分～

【参加資格】・本部町立小学校、中学校に在籍している
小学生、中学生で健康である者。　

・保護者が参加を認めた者。
【コース】本部町運動公園周辺コース

・男女混合小学生の部（1年生～ 3年生） 1km
・男女混合小学生の部（4年生～ 6年生） 1.5km
・男女混合中学生の部（1年生～ 3年生） 3km

【参加料】100円（保険料として）
【申込期間】平成29年12月1日（金）～ 12月28日（木）　
【申込方法】本部町教育委員会へ申込書を提出。

本部町教育委員会  TEL.47-2206お問い合わせ

北部保健所 健康推進班 TEL.0980-52-5219予約・お問い合わせ

12月25日は固定資産税（第３期）・国保税（第６期）の納期限です。納期限内の納付をお願いします。
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（　）前月比

平成29年10月31日現在

世帯数 6,260世帯（＋10）

13,361
6,792
6,569

人（-17）

人（-18）

人（＋1）

人　口
男
女

次目
南富良野町・本部町の「友好の町盟約調印」
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本部高校生が韓国の青少年たちと交流ほか……
第53回沖縄県身体障害者スポーツ大会ほか…
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情報ひろば……………………………………
第42回本部町老人スポーツ大会ほか…………
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4
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6～7
8

平
成29年12月31日～平成30年1月3日の
ごみ収集はお休みです。

詳しくは5ページへ

年末年始 家庭ごみ収集

北と南で繋がる絆
祝 友好の町盟約調印20周年

北と南で繋がる絆
祝 友好の町盟約調印20周年

　南富良野町・本部町の 「友好の町盟約調印」 20周年と南富良野町町制施行50周年の記念
式典が行われ、町の親善交流団が南富良野町を訪問しました。 詳しくは2ページへ

ベジタブルインキを
使用しております。

第８回カーブチーまつり 
10月第2土曜日は「カーブチーの日」！  

▶
カ
ー
ブ
チ
ー
詰
め
放
題
に
夢
中
の
伊
豆
味
小
児
童
た
ち

▶
優
良
県
産
品
選
出
を
町
長
へ
報
告
し
た
比
嘉
代
表
理
事

（
左
か
ら
2
番
目
）

　
伊
豆
味
地
区
で
み
か
ん
狩
り
が
始
ま
る
10
月
第
2
土
曜
日

の「
カ
ー
ブ
チ
ー
の
日
」に
あ
た
る
14
日
、
伊
豆
味
み
か
ん
の

里
総
合
案
内
所
で
第
8
回
カ
ー
ブ
チ
ー
ま
つ
り（
主
催
・
伊
豆

味
み
か
ん
生
産
組
合
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
同
組
合
の
饒
平
名
知
春

会
長
が「
カ
ー
ブ
チ
ー
は
古
く
か
ら
伊
豆
味
地
区
で
栽
培
さ
れ

『
運
動
会
み
か
ん
』と
し
て
親
し
ま
れ
、
ピ
ー
ク
時
は
生
産
量
が

約
3
0
0
ｔ
あ
っ
た
が
、現
在
は
約
40
ｔ
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
香
水
や
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
の
加
工
商
品
が
注
目
を
集

め
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
も
生
産
を
守
っ
て
い
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
ほ
か
、
伊
豆
味
小
児
童
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
や

伊
豆
味
区
婦
人
会
に
よ
る
手
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
カ
ー
ブ
チ
ー
の
詰
め
放
題
販
売
や
加
工
品
の

試
供
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
に
カ
ー
ブ
チ
ー
を
P
R
し
ま

し
た
。

もとぶバイオマスの培養土と肥料が
優良県産品に推奨

　
も
と
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
協
同
組
合

（
比
嘉
み
ど
り
代
表
理
事
）が
製
造
す

る「
や
ん
ば
る
の
培
養
土
」と 

「
ヤ
ギ
プ

ラ
ス
」の
2
品
目
が「
沖
縄
県
推
奨
優

良
県
産
品
2
0
1
7
」に
選
ば
れ
ま

し
た
。
優
良
県
産
品
は
県
産
品
の
品

質
向
上
や
需
要
拡
大
を
目
的
に
、
公

的
機
関
の
審
査
を
経
て
選
出
さ
れ
た

製
品
を
推
奨
す
る
制
度
で
、
同
商
品

は
や
ん
ば
る
の
伐
採
木
を
チ
ッ
プ
化
し

た
再
生
資
源
と
、
鶏
糞
、
豚
糞
、
ヤ

ギ
糞
を
混
合
・
熟
成
し
て
お
り
、
根

菜
や
果
物
、
花
を
咲
か
せ
る
の
に
適
し

た
肥
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
堆

肥
・
培
養
土
で
の
優
良
県
産
品
選
出

は
初
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
外
か
ら
の
企
業
や
個

人
が
不
用
に
な
っ
た
物
品
を

販
売
で
き
る
第
1
回
「
も
と

ぶ
美
ら
美
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

が
11
月
5
日
、
町
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、
衣
服

や
お
も
ち
ゃ
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
品
な
ど
様
々
な
商
品
が
出

品
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。ま
た
、
同
イ
ベ
ン

ト
で
は
皆
さ
ま
か
ら
寄
付
し

て
頂
い
た
物
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、そ
の
売
り
上
げ
と
出
店

料
は
、町
の
福
祉
事
業
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
次
回
の
開
催
は
、
12
月
17
日
の
11
時
〜
16
時
を
予
定
し
て
お

り
、今
後
も
毎
月
1
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

も
と
ぶ
美
ら
美
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト▲多くのお客さんで賑わう会場

　
子
ど
も
達
に
身
近
な
野
菜
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、食
や
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

11
月
6
日
、字
浦
崎
の
町
農
業
体
験
圃
場
で
上
本
部
幼
稚
園
の
園

児
と
町
内
農
家
に
よ
る「
に
ー
に
ー
と
僕
た
ち
の
野
菜
づ
く
り
わ

く
わ
く
体
験
」（
主
催
・
本
部
町
青
年
農
業
者
の
会
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
回
植
え
付
け
を
行
っ
た

の
は
、
た
ま
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い

も
、
人
参
な
ど
で
、
園
児
た
ち

は
慣
れ
な
い
農
作
業
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
夢
中
で
植
え
付

け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。植
え

付
け
さ
れ
た
野
菜
は
、
来
年
3

月
に
収
穫
予
定
で
、
収
穫
し
た

野
菜
を
使
っ
た
親
子
調
理
体

験
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

上
本
部
幼
稚
園
の
園
児
が
農
家
さ
ん
と
野
菜
作
り
体
験▲農家さんに植え付けのやり方を教えてもらう園児たち

第
42
回
本
部
町
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
老
人
の
健
康
増
進
と
地
域
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
11
月
5
日
、
町
運
動
公
園
で
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
主
催
・
本

部
町
、
本
部
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。短
距
離
走
や
パ

ン
食
い
競
走
、
親
・
子
・

孫
に
よ
る
三
代
リ
レ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
、
老
人
だ
け

で
な
く
子
ど
も
達
も
一
緒

に
元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。ま

た
、
各
団
体
と
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
応
援
で
会
場
を

盛
り
上
げ
、
笑
い
の
絶
え

な
い
活
気
あ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲皆さん元気にパン食い競走！


